
（
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
三
十
四
条
の
六

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
利
用
可

能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の
提
供
及
び
助
言
、
現
在
の
住
居
に
お
い
て
安
定
的
に
居
住
を
続
け
る
た

め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
そ
の
他
継
続
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
及
び
そ
の
世
帯
を
包
括

的
か
つ
継
続
的
に
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
六

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
利
用
可

能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の
提
供
及
び
助
言
そ
の
他
継
続
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
及
び

そ
の
世
帯
を
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
と
す
る
。

（
法
第
百
六
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

（
法
第
百
六
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
十
四
条
の
九

法
第
百
六
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
実
績
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
、
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ

の
他
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
内
に
お
い
て
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
適
切
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
当
該
市
町
村
が
認
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
九

法
第
百
六
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
実
績
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
、
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ

の
他
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
内
に
お
い
て
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
適
切
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
当
該
市
町
村
が
認
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
石
綿
対
策
室
並
び
に
労
働
保
険
専
門
調
査
官
及
び
主
任
労
働
保
険
専
門
調
査
官
）

（
石
綿
対
策
室
並
び
に
労
働
保
険
専
門
調
査
官
及
び
主
任
労
働
保
険
専
門
調
査
官
）

第
三
十
条

総
務
課
に
、
石
綿
対
策
室
並
び
に
労
働
保
険
専
門
調
査
官
八
人
及
び
主
任
労
働
保
険
専
門
調
査
官
一

人
を
置
く
。

第
三
十
条

総
務
課
に
、
石
綿
対
策
室
並
び
に
労
働
保
険
専
門
調
査
官
九
人
及
び
主
任
労
働
保
険
専
門
調
査
官
一

人
を
置
く
。

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

（
雇
用
環
境
・
均
等
行
政
管
理
室
及
び
労
働
紛
争
処
理
業
務
室
）

（
労
働
紛
争
処
理
業
務
室
並
び
に
雇
用
環
境
・
均
等
監
察
官
及
び
主
任
雇
用
環
境
・
均
等
監
察
官
）

第
四
十
九
条

総
務
課
に
、
雇
用
環
境
・
均
等
行
政
管
理
室
及
び
労
働
紛
争
処
理
業
務
室
を
置
く
。

第
四
十
九
条

総
務
課
に
、
労
働
紛
争
処
理
業
務
室
並
び
に
雇
用
環
境
・
均
等
監
察
官
四
人
及
び
主
任
雇
用
環

境
・
均
等
監
察
官
一
人
を
置
く
。

２

雇
用
環
境
・
均
等
行
政
管
理
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
新
設
）

一

都
道
府
県
労
働
局
に
お
け
る
雇
用
環
境
・
均
等
局
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
他
課
及

び
労
働
紛
争
処
理
業
務
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

都
道
府
県
労
働
局
に
お
け
る
雇
用
環
境
・
均
等
局
の
所
掌
に
係
る
事
務
の
実
施
状
況
の
監
察
に
関
す
る
こ

と
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
及
び
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿


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